
人面文壺形土器（上）と入墨のある人面（下）
（安城市歴史博物館 蔵）
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安城市歴史博物館　全景

　
安
城
市
歴
史
博
物
館
は
、
安
城
市
域
の
歴

史
を
伝
え
る
施
設
と
し
て
、
平
成
3
年
2
月

に
開
館
し
た
。
立
地
と
し
て
選
ば
れ
た
の
は
、

徳
川
家
康
の
祖
父
で
あ
る
松
平
清
康
ま
で
の

安
城
松
平
四
代
が
50
年
間
居
城
と
し
て
い
た

安
城
城
（
安
祥
城
）
を
含
む
安
祥
城
址
公
園

の
一
角
で
あ
る
。
安
城
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

安
城
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
も
隣
接
し
、

歴
史
調
査
・
研
究
や
芸
術
分
野
に
お
け
る
市

民
の
交
流
拠
点
で
も
あ
る
。
公
園
と
各
施
設
、

安
祥
公
民
館
を
含
め
た
こ
の
一
帯
は
総
称
し

て
「
安
祥
文
化
の
さ
と
」
と
名
付
け
ら
れ
、

歴
史
と
美
術
を
気
軽
に
楽
し
め
る
文
化
ゾ
ー

ン
と
し
て
、
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
重
要
文
化
財
「
人
面
文
壺
形
土
器
」

　
当
博
物
館
で
注
目
す
べ
き
も
の
は
、「
人

面
文
壺
形
土
器
」（
国
指
定
重
要
文
化
財
）

で
あ
る
。
昭
和
52
年
に
亀
塚
遺
跡
（
弥
生
時

代
終
末
期
）
で
、
火
を
使
用
し
た
痕
跡
周
辺

か
ら
出
土
し
た
。
土
器
接
合
作
業
で
人
面
文

が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
瞳
の
な

い
目
や
入
墨
と
思
わ
れ
る
顔
に
書
か
れ
た
模

様
が
、「
魏
志
倭
人
伝
」に
あ
る「
男
子
無
大

小
皆
黥
面
文
身
」（
男
性
は
皆
、
体
や
顔
に

入
墨
を
し
て
い
る
）
と
い
う
記
述
と
一
致
し
、

当
時
の
風
俗
を
明
ら
か
に
す
る
弥
生
時
代
の

一
級
資
料
と
し
て
全
国
的
に
報
道
さ
れ
た
。

　
出
土
地
一
帯
は
「
鹿
乗
川
流
域
遺
跡
群
」

と
呼
ば
れ
る
広
大
な
遺
跡
群
が
あ
り
、
県
最

大
級
の
前
方
後
方
墳
「
二
子
古
墳
」（
国
指

定
史
跡
）
等
を
含
ん
だ
矢
作
川
流
域
最
古
級

の
古
墳
も
あ
る
「
桜
井
古
墳
群
」、
寺
領
廃

寺
等
、
そ
の
後
の
繁
栄
を
示
す
遺
跡
も
あ
る
。

日
本
史
の
黎
明
期
の
三
河
の
中
心
が
こ
こ
安

城
に
あ
っ
た
こ
と
を
象
徴
す
る
遺
跡
が
点
在

し
、
こ
の
土
器
も
そ
の
栄
華
を
示
す
一
つ
で

あ
る
。
歴
史
博
物
館
や
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
は
、
そ
の
中
心
施
設
と
し
て
現
在
も
発

掘
・
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
成
果
の
陰
に
、
安
城
市
史
編
さ

ん
や
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
等
を
進
め
、
郷
土

史
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
、
天
野
暢
保
氏
や

故
中
嶋
春
雄
氏
な
ど
の
安
城
市
の
社
会
科
教

員
の
先
駆
者
の
存
在
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

　「
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
」と
称
さ
れ
る
努
力

　
明
治
用
水
開
削
は
安
城
市
発
展
の
礎
で
あ

る
。
用
水
立
案
者
の
都
築
弥
厚
は
40
代
に
志

を
立
て
、
夢
を
持
ち
続
け
た
。
明
治
用
水
会

館
「
水
の
か
ん
き
ょ
う
学
習
館
」
に
詳
細
な

展
示
が
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
そ
の
姿
は
現
在

の
本
市
の
教
育
方
針
に
記
さ
れ
、
漫
画
化
さ

れ
市
内
小
中
学
生
に
も
配
布
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
「
日
本
丁
抹
（
デ
ン

マ
ー
ク
）」
と
称
す
る
農
業
先
進
地
に
ま
で

高
め
た
の
は
人
々
の
不
断
の
努
力
で
あ
る
こ

と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
や
せ
た
土

地
の
改
良
に
通
水
後
も
苦
労
し
た
人
々
。
し

か
し
、
鉄
道
敷
設
と
安
城
駅
の
設
置
、
愛
知

県
立
農
林
学
校
の
開
校
や
愛
知
県
農
事
試
験

場
本
場
の
開
場
、
初
代
校
長
山
崎
延
吉
の
指

碧
海
台
地
で
生
き
る
人
々
の
過
去
・
現
在
・
未
来
を
見
つ
め
る
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史
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日
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デ
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ク
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し
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史
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導
や
農
事
試
験
場
岩
槻
信
治
等
の
研
究
か
ら

多
く
の
人
々
が
学
び
、
活
躍
を
始
め
た
の
で

あ
る
。

　
折
し
も
世
間
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
不

況
で
、
農
村
は
特
に
苦
し
ん
で
い
た
。
識
者

は
小
国
な
が
ら
敗
戦
か
ら
農
業
国
家
へ
復
活

し
た
デ
ン
マ
ー
ク
に
着
目
し
、
組
合
方
式
の

確
立
や
酪
農
・
複
合
し
た
農
業
へ
の
転
換
、

教
育
の
充
実
に
着
目
し
た
。
安
城
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
教
育
・
研
究
が
実
を
結
び
始
め
、

板
倉
農
場
を
代
表
と
す
る
、
米
麦
作
に
養
蚕

や
園
芸
、
畜
産
等
を
行
う
多
角
形
農
業
の
展

開
や
、
碧
海
郡
内
各
産
業
組
合
が
結
集
し
た

丸
碧
（
碧
海
郡
購
買
販
売
組
合
連
合
会
）
の

鶏
卵
等
の
共
同
販
売
や
肥
料
等
の
共
同
購
入

が
進
ん
だ
。
丸
碧
印
の
三
河
西
瓜
は
鉄
道
で

全
国
に
運
ば
れ
て
駅
周
辺
は
栄
え
、
農
村
医

療
改
善
の
た
め
の
病
院
建
設
や
、
農
民
の
読

書
振
興
を
図
る
農
業
図
書
館
の
建
設
な
ど
、

農
業
を
超
え
た
人
や
社
会
の
在
り
方
を
体
現

で
き
る
農
村
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
れ

が
『
農
政
研
究
』
日
本
の
丁
抹
号
に
取
り
上

げ
ら
れ
、
安
城
の
名
が
日
本
に
広
ま
っ
た
の

で
あ
る
。
人
々
の
不
断
の
努
力
と
、
そ
の
根

底
の
「
教
育
」
の
存
在
が
あ
る
こ
と
を
私
た

ち
は
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

　「『
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
』
は
一
日
に
し
て

な
ら
ず
。」
そ
う
感
じ
さ
せ
る
の
が
、
本
館

の
「
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
」
の
展
示
で
あ
る
。

　

生
涯
に
わ
た
り

　
　
　
歴
史
に
親
し
む
心
を
育
て
る

　
本
館
に
は
本
市
な
ら
で
は
の
博
物
館
の
活

用
や
取
り
組
み
が
あ
る
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。

一
つ
目
は
、
学
校
へ
の
歴
史
教
育
振
興
で
あ

る
。
文
化
振
興
課
が
主
催
す
る
安
城
市
小
中

学
校
歴
史
賞
作
品
展
「
歴
史
の
ひ
ろ
ば
」
で

は
、
郷
土
史
研
究
に
取
り
組
む
小
中
学
生
に

光
を
あ
て
、
そ
の
成
果
を
披
露
す
る
場
を
設

け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
郷
土
史
研
究
に

特
化
し
た
本
展
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
。

同
様
の
取
り
組
み
と
し
て
、
安
城
市
小
中
学

校
科
学
賞
作
品
展
「
か
が
く
の
ひ
ろ
ば
」
に

つ
い
て
は
、
学
校
教
育
課
が
主
催
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
博
物
館
主
催
で
「
夏
休
み
自
由
研

究
相
談
会
」
を
設
け
、
学
芸
員
が
研
究
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ
と
で
歴
史
へ
の
関
心
を

高
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
も
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
等
、
全
国
で
数
例
し
か

な
く
、
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
小
中
学
生
の
見
学
学
習
や
出
前

授
業
を
行
う
ほ
か
、
学
校
の
授
業
に
も
積
極

的
に
関
わ
っ
て
い
る
。
過
去
に
は
堀
内
貝
塚

出
土
人
骨
を
用
い
た
縄
文
時
代
の
授
業
や
、

特
別
展
で
展
示
さ
れ
た
江
戸
図
屏
風
（
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
）
を
用
い
た
江
戸
時

代
の
学
習
を
展
開
す
る
な
ど
、
博
学
連
携
体

制
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。

　
二
つ
目
は
生
涯
学
習
の
視
点
か
ら
の
歴
史

研
究
の
振
興
で
あ
る
。
本
市
は
歴
史
研
究
市

民
団
体
が
多
く
設
立
さ
れ
、
歴
史
博
物
館
開

館
は
待
望
の
施
設
の
開
館
で
あ
っ
た
。
毎
年

開
催
さ
れ
る
「
安
祥
文
化
の
さ
と
ま
つ
り
」

で
は
、
各
団
体
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
、

精
力
的
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
活

動
支
援
に
も
多
く
の
教
員
出
身
者
が
お
り
、

歴
史
を
通
し
て
地
域
を
愛
す
る
姿
に
あ
ふ
れ

て
い
る
。

　
郷
土
を
知
る
こ
と
で
、
郷
土
を
愛
し
、
未

来
志
向
の
考
え
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
姿
勢
を

生
み
出
す
知
的
生
産
の
文
化
的
拠
点
と
し
て
、

今
後
も
大
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。


